
Ⅰ．緒　言

　ニホングリ ‘ ぽろたん ’ は，これまでのニホン

グリにない渋皮剥皮性に優れる特性を有することか

ら（齋藤，2009），今後の消費拡大に寄与するものと

期待される品種である。全国的に栽培が増加しており，

本県においても平成 24 年時点で栽培面積が９ha とな

っている。

　クリ栽培の経営安定を図るためには，品質の優れる

果実を安定して生産する必要がある。しかし，クリ栽

培では，他の果樹栽培で広く行われている摘花や摘果

などの着果管理作業はほとんど行われず，整枝・せ

ん定により優良な形質の枝を残し，適正な枝数に制限

するのみの着果管理となっている。このような事情か

ら，近年，整枝・せん定の作業性改善および大果安定

生産のために，樹高を低く維持する低樹高および超低
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　We examined the relationship between the type and characteristic of bearing mother shoots and the 

number of female flowers and burs, yield, and fruit quality in the chestnut （Castanea crenata, Sieb. 

etZucc.）, aiming at the production of the index of the stable cultivation in connection with training 

and pruning in chestnut cultivar ‘Porotan’.

　We observed that the thicker the proximal and apical diameters of the bearing mother shoot, the 

greater the number of female flowers and burs. The proximal diameter was 7 mm or more and the 

apical diameter was 4 mm or more; therefore, practically, this is a superior characteristic of the bearing 

mother shoot.

　Moreover, in the previous year, the bearing shoots showed a greater number of female flowers and 

burs than vegetative shoots. Further, the percentage of set burs was higher in the bearing shoots of 

the previous year branches than in the vegetative shoots; therefore, the yield was also stabilized  

　With respect to yield and bearing mother shoots in the following year, it was thought that 6 bearing 

mother shoots were of the required density per square meter of a tree crown.
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樹高栽培に関する研究が精力的に行われてきた。その

結果，結果母枝の形質が着花・着毬特性，収量および

果実品質に及ぼす影響が明らかにされ，品種毎に大果

安定生産の整枝・せん定技術が確立されている（荒木，

1981　塚本・棚橋，1982　神尾・柳瀬，2003　佐久

間ら，1991）。

　一方，新品種の ‘ ぽろたん ’ については整枝・せ

ん定に関する知見がなく，安定栽培技術の確立には至

っていない。そこで，樹齢が 10 年生前後の成木にお

ける結果母枝の種類（前年結果枝，発育枝）並びに形

質（長さ，基部径，先端部径）と，着花・着毬特性お

よび収量・果実品質との関係を解析して，優良な結果

母枝の種類と形質を明らかにし，整枝・せん定に関わ

る栽培管理の指標をつくることを目的として研究を行

った。

Ⅱ．材料および方法

１．結果母枝の種類並びに形質と着花および着毬特性

　との関係（2008 ～ 2010 年，試験１）

　茨城県農業総合センター園芸研究所露地圃場に樹間

4.5m 正方で植栽された，樹齢９～ 11 年生の ‘ ぽろ

たん ’ ３樹を供試した。結果母枝の種類として，前

年の着毬痕がある枝を前年結果枝，前年に新梢として

発生および生育し着毬痕がない枝を発育枝とした。

　結果母枝の形質として結果母枝長（枝の全長），結

果母枝基部径（枝の基から５cm の長径），結果母枝先

端部径（枝先端の３芽と４芽の中間部の長径）につい

て，整枝・せん定作業後の３月下旬に，任意に抽出し

た枝長 20cm 以上の結果母枝を計測した。そして，結

果母枝長を 10cm 単位，基部径を 1.0mm 単位，先端

部径を 0.5mm 単位で区分けして解析した（図１）。

　結果母枝１本当たりの雌花数を７月上旬に，着毬数

を９月上旬に調査対象とした全結果母枝について計測

した。雌花数を着毬数で除して 100 を乗じた値を着

毬率とした。調査本数は表１，２のとおり，年により

異なった。

２．結果母枝の種類並びに形質と収量および果実品質

　との関係（2008・2010 年，試験２）

　供試樹および調査方法は試験１と同様で，試験１に

おいて着毬率が 70％以上の結果母枝を調査対象とし

た。収穫調査は，毬が裂開する前の９月上旬に１毬ず

つネットで包み，裂開した毬からネット内に落下した

果実により行った。調査項目は結果母枝１本当たりの

着毬数，果数，総収量，1 果重（健全果のみ），果実

比重とした。

図１　クリにおける結果母枝の種類並びに形質
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３．優良な結果母枝の条件と適正な結果母枝密度

　（2010 年，試験３）

　供試樹および調査方法は，試験１と同様である。結

果母枝密度については，１区１樹として樹冠占有面積

１㎡当たりの結果母枝数をそれぞれ４本，６本，８本

に設定した。収穫調査として，１樹毎に総収量，１果重，

果実比重を計測した。なお，１樹当たりの樹冠占有面

積は，［東西長（m）×南北長（m）×１／４× 3.14］

により楕円面積に換算して算出した。

Ⅲ．結　果

１．結果母枝の種類並びに形質と着花および着毬特性

　との関係（2008 ～ 2010 年，試験１）

　結果母枝長と雌花数，着毬数および着毬率との関係

には，設定した各区分において，前年結果枝および発

育枝の３ヵ年とも有意差は認められなかった。2010

年の雌花数では，枝長により有意差が認められたが，

一定の傾向は認められなかった（データ省略）。

　結果母枝基部径と雌花数との関係は，３ヵ年とも

前年結果枝および発育枝のいずれにおいても有意差が

認められ，基部径が太いほど雌花数が多かった。ま

た，基部径と着毬数との関係は，2010 年の調査で前

年結果枝および発育枝のいずれにおいても有意差が認

められ，基部径が太いほど着毬数が多かった。雌花数

および着毬数では，基部径６～８mm 程度を境として

上位区分と下位区分の間に有意差が認められた。なお，

2009 年は，クリイガアブラムシの被害が多く，雌花

開花後の７月上旬頃から早期に落毬し，着毬数が少な

く，着毬率も低くなった。これにより，着毬率 70％

以上の結果母枝が確保できず，収量調査は実施不能で

あった。また，基部径と着毬率との関係は，３ヵ年と

も前年結果枝および発育枝のいずれにおいても有意差

は認められなかった（表１）。

　一方，結果母枝先端部径と雌花数との関係を見ると，

調査した２カ年で前年結果枝および発育枝のいずれに

おいても有意差が認められ，先端部径が太いほど雌花

数が多い傾向であった。先端部径と着毬数との関係は，

2010 年における前年結果枝および発育枝のいずれに

おいても有意差が認められ，先端部径が太いほど着毬

数が多かった。雌花数および着毬数とも，枝の先端部

径 3.5 ～４mm 程度を境として上位区分と下位区分と

の間で有意差が認められた。2009 年は，クリイガア

ブラムシの被害により，収量調査は実施不能となった。

　一方，先端部径と着毬率との関係は，前年結果枝お

よび発育枝の２ヵ年の調査いずれにおいても，有意差

は認められなかった（表２）。　

　雌花数は，基部径および先端部径のいずれにおいて

も，2009 年は 2008 年および 2010 年と比べて少ない

傾向にあった（表１，２）。
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２．結果母枝の種類並びに形質と収量および果実品質

　との関係（2008・2010 年，試験２）

　結果母枝長と着毬数・果数および総収量との関係は，

2010 年の総収量に有意差が認められたものの，前年

結果枝および発育枝の２ヵ年の調査いずれにおいても，

一定の傾向は認められなかった。また，結果母枝長と

１果重および比重は，2010 年の発育枝における１果

重に有意差が認められたものの，前年結果枝および発

育枝の２ヵ年の調査いずれにおいても，一定の傾向は

認められなかった（データ省略）。

　結果母枝基部径と着毬数・果数および総収量との関

係は，前年結果枝では２ヵ年とも有意差が認められた

が，発育枝で有意差が認められたのは 2010 年の総収

量のみであった。着毬数・果数および総収量では，基

部径６～８mm 程度を境として上位区分と下位区分と

の間に有意差が認められた。また，基部径と１果重と

の関係は，2010 年の発育枝で有意差が認められたが，

前年結果枝では認められなかった。基部径と比重との

関係では，前年結果枝および発育枝のいずれにおいて

も有意差は認められなかった（表３）。
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結果母枝先端部径と着毬数・果数および総収量との関

係は，前年結果枝では有意差が認められ，先端部径が

太いほど多かった。先端部径４mm 程度を境として上

位区分と下位区分の間に有意差が認められた。一方，

先端部径と１果重との関係は，前年結果枝および発育

枝のいずれにおいても有意差は認められなかった。ま

た，先端部径と比重との関係は，発育枝で有意差が認

められたが，前年結果枝では認められなかった（表４）。

３．優良な結果母枝の条件と適正な結果母枝密度

　（2010 年，試験３）

　結果母枝長と１枝当たりの雌花数・着毬数，収量

および果実品質との間に，一定の傾向は認められな

かった（データ省略）。一方，結果母枝基部径および

先端部径と雌花数・着毬数・総収量・果数との関係

では，前年結果枝および発育枝ともに基部径が６～８

mm 程度，先端部径が 3.5 ～ 4.0mm 程度を境として，

上位区分と下位区分との間で有意差が認められた（表

１，２，３，４）。そこで，基部径６mm，７mm，８mm

をそれぞれ境界とし上位区分と下位区分の平均値の差

を検討した結果，いずれの調査項目においても上位区

分が下位区分より有意に多かった（データ略）。また，

調査対象とした結果母枝数の各区分における調査本数

を考慮すると，基部径８mm を境とした場合，８mm

以上のみでは枝数が少なく（表１，３），実用上優良な

結果母枝を確保できないことから，基部径７mm を境

界して解析した。その結果，雌花数および着毬数は，

前年結果枝および発育枝とも基部径７mm 以上で７

mm 未満より多く，前年結果枝が発育枝より多かった。

また，着毬率は，前年結果枝で発育枝より高いことが

明らかとなった（表５）。同様に，基部径７mm 以上

の枝における着毬数・果数および総収量は，７mm 未

満の枝より多かった。１果重は基部径７mm 以上で７

mm 未満より大きく，発育枝の方が前年結果枝より大

きかった。比重については，基部径および枝の種類に

よる差は認められなかった（表５）。

　一方，先端部径については 3.5mm または４mm を

境としてそれぞれ上位区分および下位区分とした場合，

いずれの調査項目においても上位区分の値が下位区分

の値に比べて有意に多かった（データ略）。また，調

査対象とした結果母枝数の各区分における調査本数を

考慮し，より優良な結果母枝を確保する観点から，先

端部径４mm を境として解析した。その結果，雌花数・

着毬数は，前年結果枝および発育枝とも先端部径４

mm 以上で４mm 未満より多く，前年結果枝が発育枝

より多かった。着毬率は前年結果枝が発育枝より高い

ことが明らかとなった。着毬数・果数および総収量は，

先端部径４mm 以上で４mm 未満より多い傾向であっ

た。１果重は先端部径４mm 以上で４mm 未満より大

きく，発育枝の方が前年結果枝より大きかった。比重

については，基部径による差が認められたが，基部径
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および枝の種類による違いは品質上問題がない程度で

あった（表６）。

　雌花数および着毬数を多く確保できる優良な結果母

枝の形質を明らかにするため，基部径および先端部

径の必要十分条件を検討した。その結果，基部径７

mm 以上かつ先端部径４mm 以上の前年結果枝におい

て雌花数・着毬数が最も多かった（データ省略）。ま

た，結果母枝の形質の違いによる枝中のデンプン含量

を調査した。その結果，基部径が７mm 未満かつ先端

部径が４mm 未満の結果母枝中のデンプン含量が 1.6

～ 1.9％であったのに対して，基部径が７mm 以上か

つ先端部径が４mm 以上の結果母枝では 2.1 ～ 2.4％

と有意に多かった（データ省略）。

　一方，樹冠占有面積１㎡当たりの適正な結果母枝数

と収量および果実品質について検討したところ，６本

区と８本区は収量が同程度で，４本区は少なかった。

また，１果重は４本区，８本区，６本区の順に大きく，

比重はほぼ同等であった（表７）。また，翌年の結果

母枝の形質を明らかにするため，せん定前の樹の全枝

を調査した結果，８本区では枝数が少なく，基部径が

７mm 以上の優良な枝の数についても４本区，６本区

に比べて少なかった（表８）。

8



Ⅳ．考　察

　本研究では，ニホングリ ‘ ぽろたん ’ の結果母

枝について検討し，結果母枝の基部径が７mm 以上か

つ先端部径が４mm 以上であれば，雌花数および着毬

数が多く，また発育枝より前年結果枝を中心に利用

することで着毬率が高く，結果的に総収量を安定して

確保することを明らかにした。地域が異なる岐阜県と

熊本県でもほぼ同様の結果が得られている（神尾ら，

2010　 神尾，2012a）ことから，地域を問わず活用

できる ‘ ぽろたん ’ の整枝・せん定指標になると考

えられた。

　結果母枝の形質と雌花の着生との関係に関しては， 

‘ 筑波 ’‘ 銀寄 ’‘ 有麿 ’ で結果母枝の基部径と

の相関が高く，基部径が太いほど雌花数が多いことが

分かっている（荒木ら，1973）。また，‘ 丹沢 ’‘ 筑

波 ’ では，結果母枝１本当たりの雌花数は結果母枝

の長さおよび太さの影響が大きく，結果母枝１本当た

りの着毬数および収量は結果母枝の太さとの相関が高

いとの報告がある（佐久間ら 1990）。本研究において，

結果母枝１本当たりの雌花数および着毬数は，結果母

枝長との間に相関は認められなかったが，結果母枝基

部径および先端部径との間には相関が認められたこと

から，‘ ぽろたん ’ もこれまでに報告された他の品

種と同様の雌花着生特性を有していると考えられた。

一方，着毬特性について水田（2008）は，発育枝を

結果母枝として使用する整枝・せん定において，‘ 筑

波 ’ では結果母枝の基部径が太く，枝が長い長大な

結果母枝でも雌花数および着毬数が安定して確保でき

るのに対し，‘ 銀寄 ’ ではそれらが不安定になるこ

とから，長大な発育枝を使用する整枝・せん定は品種

により適用性が異なることを示唆している。‘ ぽろ

たん ’ を栽培している生産者からは，長大な発育枝

を結果母枝にすると着毬が不安定であるとの声も聞か

れ（私信），また，‘ ぽろたん ’ の発育枝における

着毬は，本研究においても基部径を７mm，先端部径

を４mm で区分した場合に，前年結果枝より劣ること

が明らかになっており，‘ 筑波 ’ とは異なると推察

された。

　雌花数が多く着毬が安定し，収量を安定的に確保

できる優良な結果母枝の形質については，神尾・柳

瀬（2003）は，‘ 丹沢 ’‘ 筑波 ’ 等において，長

大な発育枝を結果母枝として使用する超低樹高栽培で

は，先端部径が３mm 以上の結果母枝にすべきである

としている。本研究のように前年結果枝と発育枝を厳

密に区分した知見は見当たらないが，発育枝以外の枝

も結果母枝として使用する整枝・せん定において，荒

木（1981）は基部径が６～７mm 以上，大崎ら（1993）

は ‘ 丹沢 ’‘ 筑波 ’ において基部径が６mm 以上，

先端部径が４ mm 以上が有効であるとしている。また，

佐久間ら（1990）は ‘ 丹沢 ’‘ 筑波 ’ とも結果母

枝の長さが 50cm，太さ８mm が理想的であるが，長

さ 30cm，太さ６mm 以上あれば結果母枝として実用

上問題ないとしており，本研究の ‘ ぽろたん ’ にお

いてもこれらの報告とほぼ一致する結果が得られてい

る。

　クリ栽培における収量の構成要素は雌花数，着毬数

（着毬率），１毬当たりの果数，１果重である。荒木

（1973）はクリの雌花の分化・形成については，枝の

栄養状態と関係が深いことを示唆しており，本研究で
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も結果母枝の基部径および先端部径が太く形質が良好

な枝では，デンプン含量が多かった。これらの枝では，

雌花数が比較的多いことが想定されるが，枝中のデン

プン含量は前年および当年の気象条件や受光条件等に

も影響されることから，雌花数にも年次間差が生じる

と考えられる。そこで，せん定時に可能な限り雌花が

多く着生し，着毬が安定する（着毬率が高い）結果母

枝を適正な密度で残すことが，安定した収量と一果重

の確保のために重要であると考えられた。

結果母枝の適正な密度については，前年結果枝と発育

枝のどちらを結果母枝とするかにより異なるが，発育

枝のみを結果母枝として利用するせん定方法において，

樹冠占有面積１㎡当たり４～５本配置し，10a 当た

り 250 ～ 300kg 生産した事例もある（桧山ら，1987）。

また，神尾・柳瀬（2003）は，樹齢 15 年生以降の

樹で長大な発育枝を使用した超低樹高栽培において，

10a 当たりの目標収量を 400kg とした場合，結果母

枝として長さが１～２m で，先端部径が３mm 以上の

発育枝を１㎡当たり３本程度残す管理が適正としてい

る。一方，発育枝だけでなく，前年結果枝も結果母枝

として使用した整枝・せん定において，荒木（1981）

は６～８本，塚本・棚橋（1982）は８本程度が，ま

た佐久間ら（1991）は 10a 当たり目標収量を 300 ～

400kg とした場合，１㎡当たりの結果母枝数は６～８

本が適正としている。本研究においても，６～８本

において収量が多く確保できるものの，８本区では翌

年に更新できる優良な結果母枝が少ない結果となった。

これらのことから，収量および翌年の優良結果母枝の

安定確保の観点から，樹冠占有面積１㎡当たりの結果

母枝数は，６本程度が適当であると考えられ，これま

での報告とほぼ一致した。

　実際の整枝・せん定では，前年結果枝を主体に結果

母枝として利用するが，発育枝を前年結果枝の予備枝

として，適宜配置する必要がある。本研究においても，

結果母枝の先端部径が４mm 以上の発育枝は着花・着

毬とも良好であったので，切り戻さずにそのまま結果

母枝として使用する管理が妥当と考えられた。一方，

佐久間ら（1990）は，‘ 筑波 ’ で翌年に優良な結果

母枝を得るには，長大な発育枝は２／３で切り戻し，

前年結果枝は着毬痕より先２芽残して切り戻すと 40

～ 60cm の新梢が多く得られたと報告している。この

ことから，先端部径が４mm 未満の発育枝はある程度

切り戻すせん定が有効であると考えられる。 ‘ ぽろた

ん ’ についても，発育枝をある程度切り戻すことに

より，翌年に優良な結果母枝を確保できると考えられ

るが，クリの着毬特性を考慮すると，切り戻しが強す

ぎると結果部位が切除されて，前年の結果枝として確

保できなくなるため，切り戻す程度については樹勢等

を考慮するなど，さらに検討を要する。

また，本研究は樹齢が 10 年生前後の樹においての結

果であり，さらに樹齢が経過した樹における安定栽培

のための適正な結果母枝の形質および密度についても

検討を要する。

　現在，現地圃場において本研究で得られた ‘ ぽろ

たん ’ の整枝・せん定技術の実証と普及推進に取り

組んでおり，‘ ぽろたん ’ 独特の特徴も明らかにな

りつつある。まず，収穫果実の外果皮が黒色に変色す

る場合がある。これは，収穫期の気象条件との関連も

示唆されており（神尾，2012b），茨城県内において

も気象との関連を確認している（未発表）。また，果

皮を剥いた果肉表面が褐色に変化したり，果皮を剥い

た果肉が調理過程で崩れたりする場合もある。今後，

気象変動等にも対応した ‘ ぽろたん ’ の安定生産技

術の開発と併せて，‘ ぽろたん ’ の果肉特性に応じ

た加工技術と商品開発が期待される。

Ⅴ．摘　要

　クリ ‘ ぽろたん ’ において，整枝・せん定に関わ

る安定栽培の指標づくりを目的として，結果母枝の種

類並びに形質と着花および着毬特性・収量および果実

品質との関係，結果母枝の適正な密度を検討した。

１．結果母枝１本当たりの雌花数および着毬数は，基

部径および先端部径が太いほど多く，特に基部径が７

mm 以上，先端部径が４mm 以上の結果母枝が実用的

であった。

２．枝の種類では，前年結果枝が発育枝より雌花数お

　よび着毬数が多く，着毬率が高く着毬が安定してい

　ることから，収量も安定して確保できることが明ら

　かになった。

３．結果母枝の適正な密度は，収量および翌年の結果

　母枝候補枝数を考慮すると，樹冠占有面積１㎡当た

　り６本程度が適当であると考えられた。
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